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ジャック・イヴェールの「春」覚書
白井泰隆
はじめに
1570年代，凄惨をきわめた宗教戦争のさ｢'１に余り大部でない－つの物語作品
が出版された。戦乱にすさんだ人々にとって心の糧またはやすらぎを与えるよ
りどころになったのだろうか，あるいは余りに当時の現実とかけ離れた理想を
描いた夢のような内容のためか，初版から大変な人気を博した。1572年から次
々と版が重ねられ，１７世紀初頭までに21.を数えている。それがジャック・イヴ
ェールJacquesYver（1520？-70？）の「春」LePriIltemI〕ｓまたは「イヴ
ェールの春」LePrintemI)ｓ〔１，Yve１，である。近年わずかずつながら脚光を
浴びてきているが，その作者，作[Ｍ１の内容については，余りよく知られていな
い。この小論ではこの紹介とともに，テクストに関する若干の問題点，ことに
ピエール・ジュールダ教授の版(1)に関する疑問点をまとめて，指摘しようとい
うのである。
1．作者と作品
1－１作者
「ポワトウの貴族，プレザンスおよびラ・ビゴトリの領主」ジャック・イヴェ
ールに関する資料は極めて少〈，作AIIの中の作者自身についての記述あるいは
傍証に頼らざるをえないのが実情である。西フランス・サントンジュ地方の中
心ニオール出身のイヴェール家はもともとブルジョワ階層に属していたが，
1461年国王ルイ十一世から貴族の称号を与えられた。先祖の中で最初にその名
を記録にとどめているのが，ニオールTIi行政に重きをなし，1456年から市長も
雁征したジャン・イヴェールである。作者の父で，作者と同名のジャックも市
政に参面し，1513年市長に選出され，近郊のプレザンス，ラ・ビゴトリをその
所領としたのも父の代であった。作者ジャックには弟ジョセフ（あるいはジェ
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ローム）と妹マリがおり，兄の「春」にはそれぞれが作ったソネが一篇ずつ挿
入されている。ジャックは1520年頃ニオールの当時の市役所にごく近い，今日
のイヴェール街１１または'3番地で生れ，主としてそこで幼年時代を過したと
思われる。1540年頃に生れたという，最初の近代版翻刻者ポール・ラクロワ
PalllLacroixの説(2)もあるが，後になって作者が役職についた年代から見て，
この説には賛成し難い。長じてポワチエ大学で法律学を修め，法学士の学位を
得た。当時やはりポワチエで学び，後に同じく物語作家となったノエル・デュ・
ファイＮＣ色lｄｕＦａｌｌ（1520？-91）やギョーム・ブーシェGuillauI11eBouchet
(1513-94）たちと親交を結んだとも考えられる。さらに「春」の「第五話」
前半にあるヴェネツイア，パドヴァのかなり詳しい描写から見て，作者はイタ
リアに主人公と何じょうに留学したこともあるのであろう。「第二話」の舞台
となったマインツなどのライン河岸の都ili，アントワープにも彼の足跡は及ん
でいたのかもしれない。
1550年故郷のニオールに呼び戻され，父の後を継いで市政界に登場した。１５
５６年市長に選出されたが，ニオールの町でも1562年新教徒派による教会掠奪が
あり，それをきっかけとしてその地方の宗教騒乱にまき込まれてしまった。三
次にわたる戦乱(3)に遭遇した町は新，｜ロ両派から被害を受け，荒廃した。ニ
オール市長は行政の長だけでなく，軍事面でも指揮官を兼ねていたが，ジャッ
ク・イヴェールはその権限を行使したり，介入しなかったようである。彼の立
場はラクロワが言うように新教徒ではなく(4)，ｉｌ１立的で，作,W,から推測すると
平和を願っていたようである。1570年８月８日に締結されたサン・ジェルマン．
アン・レエの和議(5)の結果，束の間の平和な時期が到来した。
「デカメロン」や「エプタメロン｣そしてイタ'ノアの物語作家バンデルロBandello
(1485？-1561)の仏語訳(6)の影響を大いに受けていたジャックは「春」の執筆
に本格的にとりかかった。1570年111二1261]に挙行された国王シヤルル九世とオ
ーストリア大公公女エリザベートとの婚礼に関する記述(7)は創作時期を決定
する一つの根拠となる。しかし70年末か71年初頭に突然の死が作者を襲ったよ
うだが，それに言及した記録，文書もやはり残存していない。ラクロワは1572
年８月23日から24日にかけての有名な「聖バルトロメオ（バルテルミー）の大
虐殺」の犠牲者の一人に数えているが，彼の他の指摘と同,様に，信憩･性に乏し
い。出版允許は1571年８月11日に下され，翌72年から初版が上梓された。大変
な評判であったことは前記の通りであり，「春」を真似た内容，形式の「夏」
ＵＥｓｔＣ（1583)(8)という物語作品も執筆，出版されたほどである。
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ｌ－２ｌｌＩ版状況
1572年パリではﾘｭｴﾙＩ!「ｌＩ１ｉ,ﾗﾝｼﾞｭﾘｴ;l；1,1i,ｱﾝﾄﾜｰﾌﾟではシリヴ
イウス書II1iから|可Ⅱ`↑に上梓され始めた。その後1618ｲﾄﾞまでの合計21版を順を追
って記すと次の通りである。
Ⅱ｜版地名
I)ｉｌｒｉｓ 
Ｐｉｌｒｉｓ 
11}版時'1１１
１５７２ 
１５７２ 
北Ｉ１ＩｉｈＵ－Ｄ 
Ｊ、Ｒｌｌｅｌｌｅ
Ａ」，Ａｎｇ(P1ier
(ouLangeliel･） 
０．ＳｖｌｉｖｉｌＩｓ 
Ｇ、Ｓｖｌｉｖｉｕｓ
Ｒｕｅｌｌｅ 
不明
|，Ａｎｇｅｌｉｅｒ 
Ｂｏｒｅｌ 
Ｒｉｇａｌｌ(ｌ 
Ｂｏｎｆｏｎｓ 
Ｍｅｔｔａｖｅｒ 
Ｒｉｇａｕｄ 
Ｂｏｎｆｏｎｓ 
Ｍｏｒｅａｕ 
Ｒｉｇａｕ(１ 
不明
Rigau(ｌ 
Ｐｏｒｔａｕ 
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ＲｉｇａｌＩｄ 
ＡＩｌｇｏｔ 
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1572 
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1576 
1578 
1578 
1580 
1581 
1582 
1584 
1588 
1588 
1589 
1589 
1598 
1599 
1600 
1618 
また「春」は1578｛Ｉｉに(よもうすでに災;丹に訳された。訳行，題名はIIenl･v
Wotten：《AColIrtliecolltroversieo［Ｃ('1〕i(ＩＳＣ【Iutels》（1578)であり，さ
らにシェイクスピアの作IＨ１の'1}典，素材とのlMl述を脂燗する論考もある(9)。
181U紀では「春」の－話がミラポーMiral)eau，l1ollor6-GabrielRi〔lueti
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（1749-91）が編んだ「物ii冊築」Recueil(Iecollteset1Iouvel1es(初版1780,
iV版1785）に収められている。しかし編者の手が大いに川|えられていて改作と
言ってもよいほどである。
19世紀に入ってからはiii証のようにラクロワの記念的な翻訳版がある。「サ
ン・ヌーヴェル・ヌーヴェル」ＣｅｎＩＮｏｕｖｅｌｌｅｓＮｏｕｖｅｌｌｅｓ，デ．ペリエ'九s
P6rie1.ｓの「笑話集JNolwellesRecI･6atiollsotjoveuxDevis，「エプタメ
Ｕン」と共に「春」もこの版で約130ページを占めている。最近，リプリント版が
が出たので，われわれにも祥易に入手できるようになった。
次に1965年_上梓のピェール・ジュールダ教授の版があるが，残念ながら「春」
はラクロワ版のように全iiiではなく，一部抜薙の形である。つまり「第二|]」，
｢輔二誌」，「第三[1」，「筑三話」，「第五|]」，「鋪ｿi話」だけしか取り」:げら
れていない。
１－３研究の現状
１７１１t紀に入っても「春」はもてはやされ，シヤルル・ソレルClMlrlcsSorel
もこれに言及しているｌｌｏ１。その後のこの作品に'1Aける主な批評，解説をⅡ#代ＩｉＵｉ
にﾀﾞﾘ準しよう。
１．ラクロワ版の序が作打についての鎧初の解説だが，既に記したように多
くの誤りがある。
２．ドルゥ・デュ・ラデイエDrelIx（Ｉｕｌ(a〔1ｉｅｒのポワトウ地方の「双諜」
１１１)の1571年のJriでジャック・イヴェールが扱われている。作者の紹介，作
品の評判以外に作hlIのW#成，作,Ｆ１批評を初めてⅡ|えている。「第一'1｣,「第
一･話」のiiijjiiなｲjlillMもこの項で見落すことはできない。
３．ジョゼフ・ブールミエJosel〕ＩｌＢｏｕｌｍｉｅｒの「春」についての'1,論(12）
では作者の紹介，作iW1のlMi成などがiljび繰返されている。他に作,Ｈ１の序文
を根拠として，、'１作の意図，バンデルロ，ポッカチオの影響をlﾘ}らかにして
いる。「第二話」の要約と若干の注釈と共に，文体に'１１１題があることを示
している。
４．レオ・ドゼーヴルL6oDesaivreの研究(13)の特徴はポワトウ地力の風
俗，習慣と「春」とのⅡA1述を考察した点と「存」の１１１にある氏'''１伝承にも
とづく表現，言い廻し，そして格言をすべて抜き出し,整理したことである。
5.16,1711ｔ紀の物;門文学，小説研究の樅威ギュターヴ・レニエGI1stavc
Reynierは２度(１４),｢春」を論じている。ノｉｆ初はバンデルロの仏語訳（むし
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ろ翻案）作ｉＷｌが与えた影騨が著しいこと，作肺の背景，各誌の特徴，１５７０
年頃愛好された文学ジャンル，文体，表現の特徴などを断片的に取り_上げ
ている。２１m||]では「春」の研究史上初めて系統的に作,Ｈ１についての概説
を試みた。「第五話」の内容や主人公たちの行動から作者の宗教観，
人生観をリ|き｛lけ一方，各話の前後で交される話し手たちの会話は当時の
貴族社会での会話の内容やそのレベルなどを反映していると説いている。
６．アンリ・クルーゾIlelll･iCIouzotの論芳(151は今[1でもレニエ以上に
詳細で，本格的に取組んだ，評価の高い研究といえる。作者，作品に関係
ある記録，資料をすべて示し，それらを駆使して作者に関する記述，地理
的な説Iり１，作ＩＨＩの背景，ｌｌｌ版状況，話し手の特徴から作品櫛成，文体にま
で考察の対象は広がっている。
７．ピエール・ジュールダ教授の解説(161は従来からのものを簡潔にまとめ
たものである。
８．最近のデロッフルDelo((１．e,クーレCoulet，ゴデンヌＣＯ(IenIle(1mの
指摘には，クルーゾ以上のものは兇当らない。
１－４作【冊
１－４－１作品の舞台
「春」は「デカメロン」や「エプタメロン」と同様に，あるIlililiにより一つ
の場所に集まったり)女のグループが各自物語をしたり，意見を述べ合ったりし
て，楽しく時を過すという，いわゆる「枠物語」の形式をとっている。第三次
宗教戦争（１５６８．８－１５７０．８）休戦後の短い平和を享受する雰１１１１気が，特に
主戦場の一つであったポワトウ地力では濃厚であった。人々は近所・友人たち
との交際を再び始め，戦争で受けた被害を語り合い，互いの無zliを喜び合って
いた。
「春」では３人の若い貴族が聖霊降臨節（５）1木か６月初め）の'''1に近くに
ある，架空のプランタンPrintemI〕ｓの城館を訪れた。３人について作者は彼
等の名誉のために厩名とし，［''１１の「ばら物語」の登場人物と１両|じ名前の「歓
待」BelAccueil殿そして「信心堅llil」Fcrme-Foy殿，「愛の雑」Ｆ１ｅｕｒｄ，
Ａｍｏｕｒ殿という名前でそれぞれ示している。「歓待」殿と「信心堅固」殿は従
兄弟同士で，「愛の華」殿が隣人という設定である。城館には城主未亡人Ｄａｍｃ
が娘マリMarie、蛭マルグリットMargueriteと共に住んでいた。３人の若者
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は彼女たちを慰め,心のこもった食事で歓待され，楽しくⅡ雑過せるものと，
大いにＩＵｌ侍していった。彼らは歓迎され，城航の広い庭,樹,にある池や,,､,,,でＩＭＩ
遊びや釣りを楽しみ，森や林，iliil六などを散歩する。格ｲ.棚の下でバラに包ま
れたテーブルを囲んでiiバリ介ったり，リュートの伴奏で歌ったり，時には近/,；
の＃４１(もｂｌ１わってポワトウ地ﾉﾉ侍ｲ｢のダンス（プランル）を踊る。12,然の,,,に
気'１'ｻﾞらしを見つけ，楽しむことに専念していたヴフ.ロリ朝末期の地方fＩ族のｉ,：
会，風俗が詳しくiiviかれている。
［－４－２話し手
「存」の話し手にはｕＩ２の６人が登場する。「ダーム」と呼ばれている城と１１
未亡人は礼儀正しく，聡|ﾘ|で忠!&深く，論争の１１|'介役をiiiicたり，会話のlHiiﾉ;（
をしたり，露骨な|A1容、行き過ぎた詳細を現(lil1している。「エプタメロン」にお
けるオアジーユを思わせる人物である。娘マリ，雌マルグリットは「完駿な推
しさ」，「完ＩＤ〔された魅ﾉﾉ」などという描写があるが，一般に人物jiVi写は殆ど
兄いだせない。作,Y,''１での灸,ｌｌＩｉや発言内需から11111$l｢’１ｔ鮫すると，マリは少し
大'111で，勝気な性格のｌ１ｆｊｉであり、マルグリットのﾉﾉは慎しみ深く，控え'三|を
女性である。３人のlq淵については，’エプタメロン」の話し手たちの性ｌｈが鮮
やかに描き分けられていたのに反して．「春」では暖Lkなままである。
1－４－３作,V,の形式
「デカメロンや」「エプタメロン」のように１１１に10人全員が語り手となり，
ｌｌＩｉ１ＨＦに物語りをするのでなく，「存」の場合，１１１に1人だけ力輔る形式をとっ
ている。表題には５１」５ilIIi(18)と記されているが，爽際は６人の話し手が各ＩＬＷｌ/】
iiバリをする「六[|物iiA」または「71111;}」（19)という炎呪があるので,「七||物ii(」
にまとめる予定であったらしい。というわけは「ダーム」が語る話がないこと，
翌11のことに触れた文『;fが２カ所'２０あるからである。しかしその作者の意図も
ＩＷｆの死によって未完のままで終わったようである。
征朝の話し手たちの超L}；の板ｲ.，午前''１の行11iIj，それも主として彼らの遊び
や散歩のことが毎|]jIViかれている。昼食後，イルラの気11,'iらしをお互いの会ﾙ'iの
''１に兄つけ，時にはii1iﾂﾞ&な『倫争にまで発展－１．る゜その''１からその']のテーマや
,iハリ手が決まり，物ii(の後に各人がそれぞれllMjliする。しかしここでもマルグ
リット・ド・ナヴァールの作,Ｈ１に比べて，公3ﾊの椛快さ，面白さにｸ〈けている
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と言わざるをえない。
１－４－４作品の内容
「緒言」は女性譜君に呼びかける形式をとり，退屈をまぎらし，楽しませる
ことを作者は目的としている。ジャック・イヴェールが大いに影響を受けたバ
ンデルロを賞場しているが，彼は当時のイタリア趣味に反発し，フランス語の
優美さを文学でも示し，「春｣をその一つの実例として仕_上げようと意気込んでいる。
第一Ｒ－｢ダーム」が作った，戦争の悲惨，衿しみについてのオード体の哀歌，
次いで平和を歓迎する讃歌で始まる。皆はそれぞれ感想を述べ詩作の巧みさ
に感心し，話題は時事的な問題に移る。マルグリットが口火を切って，戦争を
ひき起こす男性の責任や残酷さと同時に，女性の戦争に対する嫌悪，恐怖を言
い出す。当時臨んであった永遠の論争，つまり男性と女性の優劣を競う論争と
共に，愛の本質の'１１１題を取り上げて，各人が意見を述べる。「愛の華」殿が男
と女の愛情の違い，女の愛の方が軽薄で，移るい易いこと，男の不幸の原因に
なることなどを証明するために物語を始めた。
第一話一ロードス島の若き美女ペルシド(ペルシダ）と騎士エラストの悲恋
の物語。幼い頃から一緒に育った２人は永遠の愛の証しとして金鎖とダイヤモ
ンドを交換する。エラストは槍試合で名声を得たが，その間に不注意にも金鎖
を紛失する。偶然ペルシドは近〃｢の娘がそれを待っているのを見つけ，激しく
嫉妬する。責められたエラストはその娘に故意に接近し，金鎖を取り戻すが，
誤解した娘の恋人と決闘する破目になる。机手を倒したエラストはトルコへ逃
げ，皇帝ソリマン(豪華帝，シュレイマンー１１t)に仕える。ロードス島攻略の指
揮を命ぜられるが，彼は皇帝に事情を説|V}し，辞退する。ロードス島占領後，
補われたペルシドの美貌に皇帝はすっかり心を奪われる。彼は思い`悩むが，結
局エラストと彼女との結婚を許し，寛大さを示す。しかし式の時，余りにも美
しい彼女を見て，再び後'脾する。臣下の讃言に耳を貸した皇帝はエラストを無
実の罪で死に追いやる。それを知ったペルシドも自ら傷ましい最11ｌ１をとげた。
話し終った「愛の華」殿は実話であること，ペルシドの過ちを例にあげて，
愛のL|』に生ずる嘆き，不幸はすべて女性が原因であると強調する。マリはペル
シドを弁解し，ソリマンの態度を非難する。再び「愛の華」殿が女性の疑り深
さが不幸のもとだと主張し，マルグリットが反論して第一日は終る。
第二日一前日の続きで不幸について，男性と女性のどちらに原因があるかと
いう問題で議論が始まる。「歓待」殿がマリとマルグリットを相手にして，反論
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したり，茶化したり－１．る゜マリが第一話とは反対に女性の不幸はり)性の過失か
ら!'{れる例の一つとして,１門を始める。
第二話一ドイツ・ライン河岸マインツが鮮台。ニホ|:の1Wj家それぞれの一人`息
ｲ･エルマンと一人娘フルリーの悲劇。子供の上『(から許鵬であったが店`いＩゼニフ
ルの邪恋が後の不幸をリ|き起こした。家の行金風をYY収した彼は，だまされて
ｉＷ)された彼女に思いを遂げる。妊娠した彼女は{ﾘ親に気付かれ，ｿ)児を秘か
に|Ｍ:する。噂をlillいたエルマンは絶望し，女性不備に陥いる。しかし父親の
勧めでやはり商家の娘カリトと$,liMける。lWilllも1代ねアントワープのTIiへ''１か
け，半年滞在する。その'''１フルリーは家にリ|き瓶っていたが，母に慰められ，
ポニフルとの結幡を７Ｍ１する。ある饗宴でポニフルは酔ってフルリーとのいき
さつを錆初から詳しく喋ってしまう。彼とその」1きりＭたちはｊＩｌｉえられ，）Ｍ１を受
ける。夫とフルリーとのことを)(Ⅱったカリトは嫉ｌｉｌｉのあまり，「1分がﾀﾋﾟんだと
いう噂を広めた。それを119にしたエルマンはii`':ちにI1ii}途についた。しかし名誉
をp［んc，これ以｣:生き続けることを恥じたフルリーは煮えたぎったブドウｉｉｉ
を飲んで自殺した。マインツ近くでこの恋iiMをlII1いたエルマンは絶望して｜彼
女の後を追った。
「愛の華」殿は女WlHの美に伐慢ができなくて，リ)`lWi，女性iiiljﾌﾞﾉに欠点がある
というマリの意見に林成し，酔った女性は妊娠しないと言う。マリは移り気な
エルマンを責め，酔った女性の妊娠例を挙げる。マルグリットは女性の稗艮さ
がり)性の邪悪さに勝ると言い，逆に「信心堅'1M」殿は女性はり)性の徳行の妨げ
となるから，独身主義の良さを説く。
第三１１－城館の1門11111や庭liilの描写の他に村人たちがやって来て:ｌｋい踊るｲ｢様
がilドし<描かれている。ポワトウ地力の鎌：ililllI「ブランル」が４禰，｜同1じく「ガ
イヤルド」が１篇挿入され，２人の娘も参ﾉﾉⅡし，午liIIl1を楽しく過す。益食後
にまた論争を始める。「愛の蕪｣殿は不実の碇いをかけられて生きるより，タピぬ
力がよいと三1三狼し，例を準げる。マルグリッ|､は少し異論をI唱え，「歓待」殿は
真剣な愛情と抜け目ない不〕MiをIii調し，物iiハを始める。
輔三話一北イタリア・マントヴァが舞台。フランスのi'fｲｌｉｆｔ族アレグル(ダレグル）
とマントヴァ侯女クラランドが主人公。1511年フランス１８１]ミルイ１．二'1ｔと教里ジュ
リオ(ユリウス）二世が戦ったⅡｉｆ，武勇，才能に秀いでたウンブリアの粁き公子
アデイロンがクラランドに葱かれ，恋に悩む。友人に慰められ，フランス３１〔と
戦う教皇軍に､||わる。フランス11〔司令官ガストン・ド・フォワがラヴェンナの
戦いで戦死し，アレグルはiill1jilとなる。ゴンザガ侯の雛視を受けている彼は狩
のＩｌｆにクラランドにⅡ}会う。互いに好意を抱き，恋し今うが，二人の(''１がアデ
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イ「ノン仁気づかれる。彼は秘かに嫉姉から復弊をiiI1mする。わざとアレグルに
近づき，親しくなった彼はアレグルに赤入りリンゴを食べさせようとする。１hｌ
ｂズⅡらないアレグルはそれをすぐクラランドにlMiiる。弾んで食べた彼女はす
ぐ1尺行のfPllを受l)たが、Ｊ:)l過れでﾀﾋﾟが迫る。激怒したアレグルはアディｒｌ
ンを倒し，彼女に許しを乞い，苦悩の果てに彼もこの'1tを去った。
「歓待」殿が)Ⅲ命の女ｲ１１１はjlfも誠爽な愛をﾘ11うものであると指摘し，全くiiij
1iiに心変りしたクラランドを批判する。それに対してマ'ﾉはり)性の過ちとアレ
グルの｣ｉｔ純さを責め，クラランドの立派さを称讃する。
第ﾘﾘ'二I-iiIl]の論争の続きを「ダーム」がまとめる。「歓待」殿の怠兄では愛
の不幸は人|M1のｌＩｌ然の}'１米ﾘﾄﾞのせいである。「愛の稚」殿は女性がＩｊｌ(|Alだと言う。
マリIより)性のせいであると誘いﾘl(り，マルグリットは愛から生れる不幸はねた
みのせいであるという怠兄を述べる。その例となる物語を彼女は始める。
筑lIq話一ノルマンディー公の脈イ･ギョーム(illillM王)と妃となったパルテニー
（ヴイエルジーヌ）の波i1iLに?;';んだ生illiとＩｊｊましいfIlJU1の物語。ギーｌ－ムがIM1i
Y.にもかかわらずノルマンディー公位にlIlIいたこと，イギリス征１１Mなどの歴史
｣:のLlil'|:が総;(になっている。｜‘拭介のⅡ`f，デンマーク］§の１１１i節リュベ（リュ
ーベック）侠卿がiIIiwMした。リュベ侯が侍っているl1Uirに美女のilj像が柵かれ，
それを似つけることを恐れ，試合を''１'ける。１１ｊ像のモデルがデンマーク王女
アミールであることを知ったギョーム'よＪＩＬ〈も恋のljiになる。リュベ侯にＩ:1分
の気持を打}ﾘ1け，’''１介の労をllviむ。恋に悩み，Ili像が爽物〕IDI)かどうかをkⅡる
ために騎士メフィと変名したギョームは|:'らデンマークへ向う。途''１アルデン
ヌの森で泉の水を飲んだために，その魔ﾉJで王女への恋Ii1iは失せてしまう。灘
踏会でバルテニーに会い，その身の｣二をllllき，ギョーム'よlnIlIIiする。２人は
すぐ恋に陥ち，決肌}沙汰まで起こす。イ'１手を殺し，投）;liされた彼はパルテニー
とリュベ侯の努力で釈放される。彼はデンマーク王の許可なしに彼女をさらっ
て州|ｴ|する。２人'よ幸せな総lMiinを送っていたが，怒ったデンマーク王が宜
戦ｲ,j告し，ギョームは11jびデンマークへ遠征，その1Ｗ守llIにi1MiXたちが謀
反をたくらむが，］i妃が察折Ⅱし，「１分の党Ｗｉを伝えると，告は改心-|、る゜し
かし反逆と二lﾐ妃殺害のｽﾞﾘＷｌ(を信じたギョームは|:|ら命を断ち，後で１１実を知っ
た王妃もl嘆き悲しんで，王の後を迫った。
第Jil]－１１L食後，いつものように会話を始めた。ま-ｻﾞ｢愛の蕪｣殿力illtりの効
111を言い，’÷1分の1,,』た夢の解説をする。愛のｲ《幸はある'１＄はリルよって，ある
ⅡiIfは女によって生じるというのが「信心鴎|凸1」殿の意兄である。その例として
物語を始める。
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第】iiiIi-イタリアのバドヴァとポワチエ，サントなどのiJliフランスがＺｉｉな嫌
台。イタリア{W学''１にｉⅡりｲﾔったクラリベルとう}］ラダンがk人公で，これま
での４つの悲劇的な物ii冊とは遮ってコミカルな，「デカメロン」調の物iiﾊ。パド
ヴァ大学で学ぶポワーブーエ|||身のクラリベルとサント''１身のフロラダンがすぐ親
友になり，楽しく遊学生iiIiを送っていた。ところが父のｸﾋﾟによりクラリベルが
先に急いで端lIilし，１/illll1に勧められマルグリットという娘と結硲。iijぴ勉学の
ためにパリへ｣名る。フロラダンは父の命でI1ii}lEl，途''１ポワチエ'二滞在し，ある
女性つまりマルグリットに一|]惚れしてしまう。彼女が親友の妻だと知り，悩む
が,ついにL１分のj想いをｲ1.1ﾘ|け，彼女も自分を恋していたことがわかる。深い(''１
となったが，フロラダンはサントヘ帰る。パリのクラリベルは金を使い果して
lii}郷する。彼はフロラダンがマルグリット宛に;!Ｉいあ１１級を発兄し，ひとり悩
む。女性不信に陥った彼はｲ｢金灸Nljを持って，また旅に'1}た。サント近郊の一
卓|:の家にinめて貰い，人歓迎され，陵〈逗ｌＷ~)~る。その'''１にその家の娘シレー
スと恋(,'１になる。サントに"(つたうロラダンは父の厳命で，ある娘との結ｌｉｌｉをﾉﾊﾞ
ｽﾞⅡさせられる。そのｌｌｌｆがシレースで，２人の結僻後，’''1もなく父は急死する。
ところが半年後シレーヌがｌｌＩ脈する。夫の名誉は４r〈失なわれ，噂は広まり，
いたたまれずサントを｣くり，彼も旅に出た。旅の途''１で親友２人はＷ灸，粉挽
き屋の夫婦がからむｌｌ１ｉｉ１Ｉｉがあったり，第三次宗教戦争にまき込まれたりする。
後を処いかけた２人の饗も介わせて，３ｆｌＩのノミ姉が危険な冒険をしたり，浮気
〈jあったが，結局はもとのＷｊにおさまった。結論として愛にまつわる争い，不
幸はｿ)性と女性iilj者に1%(lklがあるということ。
「ダーム」がプラトンと|鞭('りな愛の分析をし，次の}|に愛のありか，愛が!'【
れる}ﾘ｢，時などを論難する下定を特に告げ'る。しかしこの予定は実行されず，
Ⅱf突に「別れの挨拶」の識とＪ・ＴＩ]．（おそらく友人のJeanT11aron）のイニ
シャルのある作各のｸliを||{しCllqiT誌とソイ､が-.iiiずつあって，「春」は終る。
１１．テクスト
１１－１底本の決定について
iiil記の16,1711t紀に}１１版された21の版のうち，飛行がもちろん写真版で人手
できた版は次の３種である｡
７．ランジュリエ版（1576）（モンペリエili立lZ1iII館1ﾘiilMi）
２０．リゴー版（1600）（パリ|F1立図諜館iili蔵）
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２１．アンゴ版（1618）（ストラスブール大挙図書館所蔵）
これら以外の版，特に1575ｲ'２以前の１－６までの版をたとえばフランス各地
のﾉ<学または公立図諜館などで探し||}す作業は今後も続けるべきであろう。し
かし「存」の初版の一つと言える２版（1572年）と手元|こある７版（1576ｲli）
がliilじｆｌ；ｌｌｉｉ（ランジュリエ）で''１版されたこと，そして７版がランジュリエ版
としては１V版であることを觜慮して，とりあえず７版を底本としてlIXi)扱いた
いのである。この楽観的な想像が間違っていて，Ｗ版でもテクストの災liTlが多
少あることもありうる。しかしいずれにしても作者の死後の(|}版であって，テ
クストの異１両昨ついては(1)版元が手を力Ⅱえたことである。また紙蚊のllA1係で扱
わないが，２０版，２１版と７版との比較でも，l1制Ｍ１(１１にも，’１１版諜店も異なって
いるが，３つの版のlMlにそれほど決定的な差異が見られない。以｣このことを根
拠にして７版を底本として，ジュールダ版との比較，検討をとＩ二か〈,試みたい。
Ⅱ－２ジュールダ版における校訂法
ジュールダ版で編者ジュールダ教授はその校訂法について「『存」と’１．夏』
の放縦は初版から,,)(られている｡」（21）と記している｡しかしこの「初版」と
は1572ｲｌｉに｣Z梓された３つの版のどれを指すのか，編者は'ﾘ'らかにしていない。
次に綴字とｲﾘ読点に関して，「特に『春』とｒ夏』の２つのテクストでわれわれ
はより－１１mi読みやすくするために，少し修Ｉｌｉを〃'1えさせて'1'〔っている。」また
｢,両,じく当時のｲﾘ読点を蝉jF〔した｡」などの指摘もある(22)。果して「少し」だけ
の修ｉｌｉであっただろうか？
ｌｌ－３ｆ十版の比較・愉討
’'１〈ｌｌｉ１１ける各版を編者または所蔵図書館のⅢ『布地などによって，’'１j'1・Ｉ:'2次
のように呼ぶことに-1-る。
ランジュリエ版（1576）－Ｍ版
ジュールダ版（1965）－J版
そして少し参芳にする
ラクロリ版（1841）－Ｌ版
欠落，i11il1l1，改変のIlIiでジュールダ版のテクストとしての,,1,麺点を主な,ｸﾘを
準げて，仔細に兄ていくことにしよう。
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１１－３－１ジュールダ版における欠落
以下の例で下線を施したIl61miがジュールダ版（J版）で欠落しているのである。
なお（）内の数はその例がある各版のページを>（している。
1．（Ｍ､69;j､1145）…，ｉｌｓｅ（ilitbraveelmigl1ol1:ｉｌｓｅＩ)eig1Ie,Ｓｃlrisotte， 
Ｓｃ［'･ｉｌｉｓｅ，Ｓｅｍｉ「(P,…
２．（Ｍ､７１;ｊ・’147）…ａｙ【llutl()lItes(ois（)lＷ（Iil･ｅ（Iue（luelqlIcmine
etCoIDtenanc〔、（lll〔？（aｃｅＩｕｔｌＧｓ（illes，ell(ＰＳＳ()Ⅱｔｌ)iｅｌｕａｉｓｅｓ（l'ｅｓｔｌ､ｅ
ａｌｍｅｃｓ９．． 
３．（Ｍ､75;Ｊ､1151）…，（)ｎｉ１Ｗｅｎｔａ〔ｌｅｌ〕(lisel・e11111bouclle，…，ｃｏｍｍ(,
voul(Mutｆａｉｌ･ＧＩ)ａ'･ｌｕｒｏｎｓ山U１ｌＤ１ｅ lｅｓlllIMPSDal、 lelIrsfeIlesIl･Ｃｓ． 
４．（Ｍ・'17;Ｊ・'198）…aut(１１１１，〔Ｉｅｓ（ontaincsontl･(,uvastdesNylulI〕}】es，
(ＩＣＳＩ〃ｙａ〔ｌｅｓ．ｅｔ（ｌｅｓＯＩ･“,〔ｌｅｓｃｏｍｎｌｅ（)Ⅱ（ｌｉｓｏｉＬ…
５．（Ｍ､187;Jl222）…’''''１tre〔ｌｕｅｃ,estＩ)ｉｌｒｌ，e１ｗｉｃｅｎｎｅｍｉｅ（ｌｅｔｏｕｔ
ｌ)ien，｜'ａｕｔｌ･ｅＩ〕(,rｌａ（alIte（Ｉｅｓｌ１ｏｍｎＭＤｓ，｜，alItI･CID【,'・ｃｅｌｌｅ〔lｅｓ
（ｅｎｌｍｅｓ,… 
６．（Ｍ､200;Ｊ・'237）…'１，１〕'･est1℃，〔llIil)(’11,．avoiI・〔IcSia〔ｌｅｌ，amKe
l)eMIcouIbouI〕o,１，，，１，【woir-nll坐、)assouveI1ll〕Cl，〔1ｅｌ，ｅａｕｌ)【１，１，６０，
，，ａｖｏｉｔ〔ｌｕａｓｉＩ)aｓａｓｓｅｚ（ＩｅｖｅｕｅＩ)oul・ｓｅｃｏｎ(Iuire,…
７．（Ｍ､211;ｊ・'248）…1ａ（ｌａｍｅ…，ａｉ１１ｓｌｅｖｏｙ【,,)ｔｍａｌａｃｃｏｎｌｍｏ(１６，
vollllIt（Ｉｕ，ｉｌｖｉＩｌｌｉｉｓｏｎＣｌｌａｓｔｅａｕ：… 
８．（Ｍ､231;Ｊ､1271）…a(iｎ（111,ｕｎｂｏｎｃｏｍｍｅｎｃｅｍｅ１１ｔａｉｔｕｎｅｎ１ｅillellre 
（ｉｎ：ｎｏｎｑｕ，ＡＩ１１(’'11．HlitjIllIMlisｆｉｎ：ｃａｌ・ilesteternel,…
全Iliとしてどの例もそのll61mrをAII除するI1l1ll1は兄」１５ない。７，８の例はＬ
版（ラクロワ版）で()欠落していたので，細打はそのまま使用したとも．冴えら
れる。これらの例以外に詩作,}},では（Ｍ､186;Ｊ､1222）と（Ｍ､232;J､1273）の
それぞれ一行ずつ全1111欠落していることも付けDllえておく。
1１－３－２ジユールダ版におけるｉＷｉｊｊｌＩ
次の２１；を例で（）|ﾉﾘのI161miがJ版で楠Ｉ１１１されたものである。４の例では1；線部
の語は欠落を，７の|ﾀﾞlIでは1；の行の語に改変されたことを示している。
１．（Ｍ､６７；.Ｌ1143）…，ｃｏｍｍ(９１ｅｂｏｎＩ〕(Premouril11laI)l)renoi（（ｉ）ｓｃｓ
ｅｎｌＨｌＩｌｓＩ〕ａ,.’(Ｐｓｙｍｌ)ｏｌｅ（I，ｕＩ１ｔｒｏｕｓｓｅａｌＩ（ＩＣ（ｌｅｃｌｌｅｓｂｉｅｎＩ･ass(〕、}〕l6es
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：Ｍａｉｓ（c，est）clIose（IigIDe（1egran〔Ｉｅａ〔lmiratioIu…
２．（Ｍ､７６；Ｊ､1152）…Ｅｔｎｅｆａｕｔ（１）oint）ｓ,estonnersicemal，lleureux 
I)ｒｉｎｔＩ)Ｉａｉｓｉｌ・ＡｓｏｕｉｌｌｅｒｃｅｓｔｅｃｌｕａｉＩ、ａｌｉｅｎ６ｅ…
３．（Ｍ､８０；Ｊ､1157）…，vousluvcoupasteslcsaislcs，ｓｉ(1)TCS）(lu,ｉｌ 
ｎａＩ)ｅｕ〔leI)ｕｉｓｗ〕|Cl・qlI，ｉｉｌ，ｅｎｔｏｕｒｄｅｖｏｌＩｓ、…
４．（Ｍ,８２；Ｊ､1158）…Ｌｅ〔luel…sefeitfoI･ｔｔｉｒｅｒｌ，oreille8toutes(oｉｓ
ｅＩ１（ｉｎ。（(luel(lue）ｌ)ｅｉｎｅＩ)res(,ueconsentit、
５．（Ｍ､113；Ｊ､1193）…，ｉｌｖｉｎｔｌｕｏｌｗｅｌ１ｅ（ＩｕｅｌｅｓＦｌ･iIIl9ilisenorgueillis 
d，avoirsi｝)ienrepolIss6etIait（IeveI･）Ｉｅｓｉｅｇｅ（IeMilalu，… 
６．（Ｍ､114；Ｊ・'194）…：ｍａｉｓｃｅｆｕｔ（si）tar(Ｉ（ｌｌｌｅｃｏｍｍｅｉ，ａｙｄｉｃｔ
ｌｅＤｌＩｃｅｓｔｏｉｔｊ(’（1e((ait、
７．（Ｍ､１１４；Ｊ､1195）…Ｌｉｉｉｌｅｓｔｏｉｔｌ)ien（}lolIol･a})1emeI〕t）trait6，Ｉ)ｏｕＴ
ｆｏｒｔ 
ｌ，estａｔ〔Iu，ｃｎ［aisoVc11tlesFranCais，ｅｔｌａ（１）oIune）Ｃｌ)inion（Ｉｕｅｌｅｓ
ｌｔａｌｉｅｎｓａｖｏｖｅｎｔ〔1,1,ｉｌｅｓｔｏｉｔｇｒａＩ１ｄＳｅｉｇＩｌｅｕｒ，
８．（Ｍ,117；Ｊ､1197）…ｃｃｌｕｙｌｄ（]u，ilplairaiivostl．⑪（〔louce）mel･ｃＶ
ｌｎ，ｏｃｔｒｏｙｅｒ〔I〔、Ｉ》Ｉｅｉｎｅｇｒａｃｅ：…
９．（Ｍ・'２０；Ｊ・'201）…，ｊｅｖｏｕｓｌ･ecommalldefoyctsec１．ct．（luiest
laseulecouro,】nｅ（１）our）gIorifieI.．｝leuI､ｅｌＩｓｅｍｅｌｌｔｌｅｓｖ】･aｉｓ【ｌｍｏｕ－
ｒｅｌＩＸ，．．、
10．（Ｍ､195；ｊ､1232）…ＭａｉｓＩ〕llisqu，[M〕emaladiel)Iuscllcestenvieil-
lie，ｃｔＩ)1uｓ（mal）estaiseeAgueri1・ｐａｒｕｎｓｏｕ〔1ainremede，…
lＬ（Ｍ､200；Ｊ､1237）…ｕｎｅｃｅ(lulledecentescusestoitdemeu1.6ｅｅｎ 
ｓｅｓｍａｉｎｓ，encor〔Iu，iｌｅｕｓｔｅｓｔ６（(o,.t）ｂｉｅｎＩ〕ay6（Ｉｅｌａｓｏｍｍｅ：…
これらのうち５，６の例がＬ版でも補力11されていたllhlmiであるが，その他９，
１０の例などと共に意味を取りやすい補力１１と言える。
1１－３－３ジュールダ版における改変
この例は非常に多いので、Ａ・動詞のの法，Ｂ・動詞の時Ilill，Ｃ・他の語，Ｉ).句，
節などと分類して，例を挙げていくことにする。下の行の語などがジュールダ
版で改変されたものである。
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Ａ、1助詞の法の改変
１．（Ｍ､７０；Ｊ､1146）…，ｉｌｌｗｏｉｔｅｎｌｌＩｖｃ(1111（lel)ｏｎＩ)our（IoIlnel・ａｌＩ－
ｃｕｎｅｍｅｎｔｓｅｌｉｉｓｅｓｖａｉｎｓｔｒavaux，（111,ｉｌＩｕｅＩ)Cl･(lroitj(ｌｍａｉｓｃｏｕ－ 
Ｉ〕ｅｒｄｏｉｔｒａＲｅ，… 
２．（Ｍ､７７；Ｊ､1153）…lesoVseaux…olllesclliells,…l)arloient 
l)ａ'･ｌｅｒｏｉｃｎｔ 
ｌ)lustost（ＩｌＩｅｔｅｌｌｅｓ１〕es()nIgnesIlc［uｓｓｅｎｔ（Iiscouvel･ｔｅｓ、
３．（Ｍ､１１６；Ｊ､1197）…，Cl］（misalltsecl･ettecomI)111．aison，ｎｅ 
ｓ９【ｗｏｉｔｌａ(Iuell(〕ｅｌｌｅ〔1(ｗｏｉｔｌ)111ｓｉＭ１ｍｉｒｅｒ：…
ｓ９ａｌｌｒｏｉｔ 
４．（Ｍ・’９１；Ｊ､1227)…，［aisantbiens(ｊｎｃｏｍＩ)tｅ（ＩＩＩａｙａｎｔｅｕｓａ
（ICI)escheoil（IemelII･Ｃｉｔ（ｌｕｅｌ(IuetenlI)ｓａｕｂ【lrI･ｅａｕ〔Ｉｅｌａｃ１Ｕａｍ－
〔1(Ｄｎｌｅｕｒｅｒ〔)i（
１）｢ｅ，… 
５．（Ｍ・’９４；Ｊ・’230)…、（Ｉｕｉｌ'avoita〔1(11．ｅｓｓ６ｅＩ１ｓｉａ〔IvantaHeuxlieu，
ｃｔｏｉｊｉｌｓ９ａｖ()ｉｔａｖｏｉｒＩ)ｏｎｎｅｐｌａｃｃ、
ｓ９ｉＩＵｒｏｉｔ 
６．（Ｍ､195；Ｊ・’232）…，（Ｉｕｉｍ'ayantemI〕est1.6ｃｅｎｃｅｓ（oIiz（lesirs，
，．CII(ｌｒｏｉｔｍ【，ｖｉｅｍｉｓｃｒｌＩｌ)ｌｅｅｔｍｏＩｌ１ｕｏｎｌ】ｅｕｌ・〔1i（(amC・
ｒｃｎ(1Ｃｉｔ 
７．（Ｍ､１９９；Ｊ､1236）…，（IlIimonstrezcon11)ienvouss9avez（Ｍ１､ｅ 
ｓ９ａｌＩｒｌｅｚ 
ｇｒａｎ(Iｃａｓ（ＩＣIIlIel(Ｉｕｅｌ)eaut6（liRIle（ｌｅｖｏｚｌ()UaIllges，… 
これらのうち２，３，４の例はＬ版も|荷I様である。全体に直説法半過去形か
ら条件法91ｲ虻形へ，あるいはその逆，そしてｓｉｗｏｉｒ(s9nvoiI･)の例が多いが，
とにかく強いて変更－１．るI1I1lllがあるだろうか？いくつかの例については読み迷
いと言えるであろう。
Ｂ、１，１１詞の時制の改変
１．（Ｍ､７０；Ｊ､1146）…，Ｉ)【Wlequellesautresamanstl・ｏｌｗｅｒｅｎｔ
ｔｒｏｌＷｅｎｔ 
ｌｅｌ〕ｌｕｓｓｅｕＩ・ａｃｃｅｚｉｉｌｅｕｒｆｉｎ〔Ｉｏｓｉ１．６．
２．（Ｍ､８５；Ｊ､1162）…，Ｉ)iii･(luoyenlMIste【e'･I】ｌｉｌｓｏｌＩｐａｌ)ier，（|u(lｕｅｌ
ｆｅｒｎｌｅ 
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１'ｅｓｃｒｉｔｕｒｅａｃｌ】ｅｖｏｉｔＩ)(M・ｓｏｎｎｏｍ，…
３．（Ｍ､108；Ｊ､1188）…ｂｏｎｌｕ)’ｅｕｓｔｅｓｔＣ（I，estren6avegule，Ｉ)uis-
（ｌｕｅｓｅｓＶｅｕｘｌｕｙａｌ)I〕ｏｒｔｅｒｅｎｔｓｉｇＴａｎ〔１（IommaRe・
ａｌ)I〕ｏｒｔｅｌＢｔ
４．（Ｍ,118；Ｊ､1199）…ｅｌｌｌｉｅｕｏＯｊｅｖｏｕｓＩ)eussemoIlstreI・ｌｅ
１)iｃｎ（lｕｅｊｅｖｏｕｓ（lesil.e，ｃｏｍｍｅｖｏｕｓｓ９ａｖｅｚｌｏ１．ｓ（ｌｕｅｌａ 
ｓ９ｉｌｌＩｒｅｚ 
Ｉ)ｏｎｎｅｏｃｃａｓｉｏＩｕｓｏｎＩ〕ｒｅｓｅｎｔｅｒｉｌ，…
５．（Ｍ､１２０；Ｊ､1201）Les(lucls…，ｎｃｓｅｃｏＩｗｉｅｎｔ（luI､ａｎｔｌｅｌ)ａｎ－ 
ｃｏＩｗｉｏｉｅｌ１ｔ 
ｑｕｅｔ，ＩＤＯ1,1.1ａ（ＩｅｌｉｃａｔｃｌＤｄｌｇｌｌｌｒ(P（ｌｅｌｅｕｒｓａｎ１ｅｓ，… 
６．（Ｍ・’２４；Ｊ・’206）…ｓｅＩ･etiI･ｅｒｅｎｓａｃｌｌａｎ)1)'.ｅ：oilvaiIlcue（1'i、‐
Ｉ)atience，ｓｅｊｅｔｔａｓｌＩｒｕＩＵ１ｉｃｔ，… 
ｉｅＭｅ 
７．（Ｍ・’８７；Ｊ､1223）…tollemcnt…，（Iu，ilsleco1ltraiRnoient〔Ic
colutl･ａｉｇｎｅｎｔ 
ｍｏｕｌ､il．：… 
８．（Ｍ､１９１；Ｊ・’227）Ｐａｒ(Iuoyluyenioignit（ICS，enI･etouI･Ｉｕｅｒｅｎ
ｅｎｉｏｉＲｎｏｉｌ 
Ｆｒａｍｃｅ、
９．（Ｍ､１９７；Ｊ,1233）ＡｖｅｃｌｅＩｃｍＩ)ｓｅｔｌａｌ〕ａｉｌｌｅｏｎｕｕ１ｅｕｒｉｔｌｅｓ
ｎｕｅｌｌｒｉｒａ 
ｍａｓｌｅｓ、
10．（Ｍ､２１４；Ｊ・’247）…（c()ＩｕＩｍｅｕｎＩ)lec6sentl)1uｓ（ｌｏｍａｌｌｏＴｓ
（ｌｌｌｏｎＩ)ｅｌｌｓｅｓａＩ)lａｙ（Ｉｕ(ｐｌ()1.ｓ（ｌｕ〔．’，ｏＩＤｌｅｌ)ＩＣＣＯ・
ble9oiL 
ll．（Ｍ､２１５；Ｊ､1253)Toutes(oisilvoulut〔Iｕｅｓｏｎｌｉｌｚｅｎｔｅｌｌｅｓ
ｖｏｕｌｏｉｔ 
ｍａｔｉｅｒｅｓｃｈoisit，… 
これらのうちＬ版と|両に変更のものは２，３，４，８，１０の例である。格言
またはそれにjMiした表現と思える９，１０の例はともかく，２，６の例のように
,iii後の文のⅡ洲illから行えて，安》11でない改変も少なくいようですある。ここ
でもＪ版はＬ版の影稗を少からず受けているのであろう。
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Ｃ、他の語への改変
１．（Ｍ､９；Ｊ・’136）…，（IontlasuI)Ｃｌ･'〕ｃｓｔｌ･uctIII･eavilissoitlagloi‐
ａｎｉｌｉｓｓｏｉｔ 
ｒｅ（ＩＣＳＩ)ｙｒａｍｉ(lｅｓ（ＩｕＣａｉｒｅ・Ｃａｌ・ｉｌｅｓｔｏｉｔａｌｌ６ｓｅｐｅｒ(11．ｅ
ａｉｓ６ｎ 
ｌ)aｒｌｅｎｏｍｂｒｅｉｎＩｉｎｉ（ｌｅｓｓI〕ａｃｉｅｕｓｅｓｓａｌｌｅｓｃａｒｒｅｅｓ，…
２．（Ｍ､６７；Ｊ､1143)Mniscllose〔liglle…，semonstrel・allssil)uｉｓ－
ｓａｎｔｅ（Ｉｕｅｓｉｏｌｌｅｙｅｓｔｏｉｔｕｎｉｅ，… 
ｕｎｅ 
３．（Ｍ､６９；Ｊ､1144）…Ｃｅ〔Iu，iisigraI1(1Ｃｌ)(1ｉｎｅｉｌｃ１ｌｅｒｃｌｌｏｉｔａｕｌｏｎｇ，
Ｉｏｉｎ 
ｅｓｔｏｉｔａＵｌＤｒｅＳ：… 
４．（Ｍ､６９；Ｊ・’145）…ｓｅｓｏｒ〔Iinail･esentr6es（Ietable，〔luire-
gar(ｌｅｍｌｌｅｔｓ，Ｓｏｕｌ)i,．ｓｉＩｌｃｅｒｔａｉＩｕｃｓ，sollicitlI(ｌｃｓｍｅｌａＩｌｃｌ１ｏｌｉｑｌｌｅｓ，．、
solitu(1ｅｍ６１ａｎｃｏｌｉ〔lｕｅ
５．（Ｍ､８８；Ｊ､1165）…，Ｉ)arlapermissionceleste，sassemble｢eｎｔ 
ｅｔｖｉｒｅｎｔｌｅｓ（IcIlxillustl･ｅｓｍａｉｓｏｎｓ・
ｕｎｉｒｅｎｔ 
６．（Ｍ､９１；Ｊ､1168）…，〔Iuan(Ｉｉｌｓｅｔｕａ，。'autantqu，ｕｎｔｅｌａｃｔｅｒｅ－
〔ｌｕｉｅｒｔｕｎｇｒａｎ〔loutrage，…
Ｃｏｕｒａｇｅ 
７．（Ｍ､１０５；Ｊ､1184）…，ｊｅｎｅｐｕｉｓｉＩ１１Ｉ〕utel・lesfortuI)ｅｓｑｕｉｓｅ
ｉｎｆｏｒｔｕＩｕｅｓ ｐｅｌＩｓ 
ｔｒｏｕｖｅｎｔｅｎａｙｎＭｌＩｕｔｎｙｉｉｌ'ａｍｉｅ，ｎｙｎｌ，ａＩｕＷ：… 
８．（Ｍ､106；Ｊ､1186）…：（lesquelsC1lal･Ieslograndrestitua(1Cllｘ 
ｑｕｉｅｓｔｏｉｅｎｔｃｌｌａｓｓｅｚＩＭｕｒｌｅＲｏｙ（ｌｅｓＬｏｍ１)6u､．(1ｓ：… 
ＣａＳＳｅＺ 
９．（Ｍ､１１６；Ｊ､1197）…，Ｉｌ１ｙ〔1onnaI〕aisil)lementhardiessede（1ｅｓ－
ｔａｉｓｉｂｌｅｍｅｎｔ 
ｃｏｕｖｒｉｒｓｏｎｎｏｕｖｅａｕｍａｌ，… 
10．（Ｍ､１１７；Ｊ､1198）…:ｃａｒｊｅｓｕｉｓｔａｎｔｂｉｅｎｅｎｃ}ｌａｎｔＣｉｃｙＩ)aｒｌａ 
ｃｎｃ１１ａｉｎＣ 
ｂｅａｌＩｔ６（Ｉｅｖｏｓｔｒｅｎｉｅｌ)ｃｃ，… 
Hosei University Repository
3１ 
11．（Ｍ､118；Ｊ､1199）…，ｉｌｖｏｕｓｐｌａｉｓｅ（lire，ｊｃｖ()I1svellxl)ｉｅＩｕｉｌｓ－ 
ｐｅｕｓ 
Ｓｅｕｒｅｌ、（ｌｕｅ…
12．（Ｍ､118；Ｊ､1199）…ｉｌｎ，ｙａｉｎｊｕｌ･ｅｄｕｔｅｌｎＩ〕ｓｏｌＩ（Iｅｍａ（Cl･cc
（ｏｒｔｌｌＩｌｅ 
（Ｉｕｉｎ'ｙｌ〕ｕｉｓｓｅｍｅｔｌｒｅｅｍｌ〕ｅｓｃ１１ｅｍｅｎｔ、
１３．（Ｍ､119；Ｊ､1200）…，ｊ,aydequoyconumencel・ｍｏｎａ(ｆａｍ６ｓ(ＤｌＩｃＶ
ｃｏｎｔｅｎｔｅｒ 
（1Ｃｌ，ａｌｉｍｅｎｔ（''1ｕｎｅｅｓＩ)Cl･ａｎｃｅｄｅｖｏｓＩｒｅ（ａｖｅｕｒｅｔｇｒａｃｅ、
14．（Ｍ・’１９；Ｊ､1200）…Iesforteresses〔1ｅ１，Ａ､ｌｅｖｉｖｅｍｅｎｔａｓｓｉｇｎ６ｅ
ａｓｓ１ｅＲｅｅｓ 
ｓｅＩ､ｅ､(ｌｉｒｅ、ｔｉｉｌａｍｉｓｏｌ･ｉｃｏｒｄｅ〔ｌｕｖｉｃｔｏｒｉｅｕｘａｍｏｕ,．，…
15．（Ｍ・’２１；Ｊ,1202)Ｑｕｅ（ｅｒａｉｌ？Ｌｕｙｏｒｅｓ（1'ｕ１ｌｏｅｉｌＩ〕iteux，ｉｌ
Ｌａｓ１ 
ｖｅｕｔ（Iｅｓｔ()ｕｒＩｌｅｒｓｄｌｍａｉｓｔｒｅｓｓｅ… 
16．（Ｍ､127；Ｊ・’209）Ａ（Iuoyladesol6eanMlnto…ｔｏｌ１ｔｅｃｏｍｌ)atUe（ｌｃ
（1(ＤｕＣｅｕｒＣｔＩｎｉｓｅｒｉＣｏｌ､〔ＩＣ，ｌＵｙｒｅｓＩ)on(ｌｉｔｅＩ）ｌ'ｅｍｌ〕'､aＳＳａｎtest】･ｏｉｔｅ－
（l(ＤｕｌｅｕＩ・
ＩＵＭｐｎｔ、
１７．（Ｍ､１２７；Ｊ・’209）…，ｓｉｖｏｕｓＩｌａｖｅｚ（1'aventuI･ｃｅｌｗｉｃｓｕｌ・ｍｏｎ
ｃ()ＩｕｔｅｎｔＣｍｅｎｔ：… 
ｃｏｎｓｅｎｔｅｍｅｎｔ 
ｌ８．（Ｍ､１８２；Ｊ､１２１８）S9aclIonsdon(luesiceux（…）nesereveillel･eI1t 
rcclloillirent 
〔ｌｕｅ｝Ｄｉｅｎｔａｒ〔１，…
19．（Ｍ､183；Ｊ・’218)Ｏ'・ｅｓｔａｎｓｅｎ［inlCvezaquel(luel)eine，
attelerenｔｌｅｓＶｅｕｘｃ}lal･gezmoiti6〔Ｉｅｓｌ･eli〔Ｉｕｅｓ〔Ｉｕｓｏｍｍｅｉｌ，…
ａｌｌｅｒｅｎｔ 
２０．（Ｍ､１８７；Ｊ､1223）…ｊ，ｃｓｔｏｉｓｒｅｃｅｕｉｉｌ，interI〕retercestarrest
dest 
I〕ronoI1c6jiudiseIuro1)berouge，…
21．（Ｍ､193；Ｊ､1229）…（１１１'iisemon〔ｌｒｅＩ〕arlDiteuxl･egar(Ｉｅｃｅｓｔｅ
ＩＤｒｅｌｌＸ 
ＩＤｅａＵｔ６〔Ｉｅｒｅ(l()ｌｌｌＤ１ｅｒｌｅＣＯＵｌＤｍＯＩ･tel，…
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22．（Ｍ､１９５；Ｊ・’231）…，（Ｉｕｉｅｓｔｃｅ〔Iuienncmy（ｌｅｍｏｎｒｅｌ)Cs，ｍａ
ｓｉｅＳｔＲ･ａｎ円en)ｃｎＩＣｌＭＵＩ､Inc(リｅｎＣｅｌ)ａｎ(ＩＵｅＩ，…
ｃｌｌａｒｇ６ｅ 
２３．（Ｍ､２１９；Ｊ､1258）…：Ｉ)OUI・leveoiI・ｊｅｕｌｌｅｅｔｌ)eau，ｅｔＩ〕aｔａｎｔｅｎ
ｌｉｇｌｌｅ（ＩＯＣ()UClle,.（ｌｅｌＭＤｒＳ，… 
ｉｍｄｉｇＩｕｅ 
２４．（Ｍ､２１９；Ｊ､1258）…，nes9acl】ａｎｔｓｉｓ'estoitI)oiIUt（luel〔lll，ｕｎ
ａｒｒｉｖ６Ｉ)ｕｔａｉｎ，… 
attitr6 
25．（Ｍ､２２５；Ｊ､1264）…，ｓ()Ⅱ〔1aｉｎ〔Iu，iｌ（ｕｔｊ()lll.，…，ｉｌｓ（lIrent
revoiI・Ｉｅｕ１．ｓに1,,Ｇｓ，…
ｒｅｃｅｖｏｉｌ・
これらの改変のうちＬ版と共迦しているものは５，６，７，９，１０，１３，１４，
１６，１７，１９．２０，２３の例である。３の例のように変りlIした方が分りやすい例が
他にもあるが，多くＭ`)ｉに変える1111111もないようである。読み速い，またはＬ
版をそのまま信１１)して使ったためのlﾘ|らかを誤りが1ｌ立っている。
ｲﾘ，節などの改変
(Ｍ､７９；Ｊ､1155）…，ｌ)OUI・avoil．（IC(luoysereposereIlvieil-
Iｅｓｓｅ，ＡＩ，ｅｘｅｍＩＤｌｅ（１，ｕｎｉ)etit（ｏｒｍｙ〔ｌｕｉｔｒａｖａｉｌｌｅｌ，Ｅｓｔ６，…
（ｌｅｌａｌｒｏｕｍｙ 
(Ｍ､８２；Ｊ､1159）…，cal・ｉｌｓｅｍｌ)|Cit〔luclcsjoul･sseslIyval1s
l'１，，１，alltl､eestoyentol)ｌｉｇｅｚｉｉｌ･【'１〕I〕ｏｒｔｅｒａｖｅｃｅｕｘｎｏｌｗｅｌｌｅｓ
ａＩ)I〕ｏｒｔｅ,.（Ｉｕａｎｄｅｔ
ｄｅｌｉｃｅｓ，… 
(Ｍ､１０４；Ｊ､1183）1i:ｔｓｉｌｌｌ（olie（IeLean(1'･ｏｎ，estＩ〕ouI・ｅｘｃｕｓｅ
ｍｅｒｉｔｅ 
(１，ｅｓｔｒｅａｔｔｒｉＩ)ｌｌ６ｅｉｉｌｏＩ･Ｃｅ。'ａｍｏｕＩ､，…
(Ｍ・’０９；Ｊ､1189）…:ｏｕｃｏｍｍｅｕｎｏｖｓｅａｌＩｅｎｔｅｒｒ６，１〕ｕｉｓｉＩｔａｓｃ１Ｉｅ
ｌ，ｅＩＩｒｅｔｔ６Ｉ)Iｕｓ 
ｅｎｆｒｅｔｉｌｌａｎｔｓｅ（ｌｅｌｌｉｌｅＩ､，ｅｔｌ)ｕｉｓｉｌｓ'ｃｍＩ)ietl．ｅ：… 
ｐｌｕｓ 
(Ｍ,２２０；Ｊ・’259）…Iamcusnie1．ｅ…ｖａｔｌ･ouvel・ＳＯＳ〔ＩｅｕＸｌｌｏｓ－
ｔｅｓｄｅｒＩ･ｉｅｌ･ｅ（1ｅｓｓａｃｓ（IｅfaI･ｉＩｌｅ，… 
ｔａＩ)ｉｓｃｏｎｌｌ･ｅｌｅｕｒｓｓ(ＩＣＺ， 
(Ｍ､２２４；ｊ・’263)Cal・ｓ９ａｃ１１ｅｚ（IⅡ，ilsrecoHneul･ent（incontincIlt
Ｄ、
１． 
２． 
３． 
４． 
５． 
６． 
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que）Ｉ)ourccI･ｔａｉｌｌｑｕｅｃ，estoieIltleursfemmes（,ｕｉｓ，estoient 
la1･ｅＩ１ｃｏｎｔｒ６ｅｓｉｌＤｏｐｉｎ６ｍｅｎｔ． 
Ｌ版と共通している例は３，４である。またjIl〔後の例では（）内の'１M所がiililiI１，
－１〈線部の（IueがＪ版で欠落しているのだが，文の講造も変わるので，ここに含
めた。とにかく２，５の例などを取り上げてみて，分かるように，なぜ編者が
変えたのか，われわれには理解し難い。
以｣2の例以外にごく短い，ili1ilな語句の欠落，補加，改変がＪ版ではきわめ
て多くあるということは言うまでもない。
なお本稿では扱わなかったが，「エプタメロン」やバンデルロの作品の仏語訳
との関連も含めて「存」の素材，Ｉｌｌ典の問題，作品そのものの分析，長文が連
続する，特徴的な文体，技法の'''１題，１６世紀後半の物語文学の変遷の''１に占め
る「春」の位置など，今後に課題は111積している。しかしその前提として16,
17世紀の版をできるだけ多く参考にした，より詳細な校訂，批判版が絶対に必
要である。その点ラクロワ版はテクストのiliiではことに欠陥が多く，億11｜し難
いことは繰り返し言及した通りである。またよりjl2確と思われるジュールダ版
もこのラクロワ版の影騨を受けていること，以｣:の例で1ﾘ１口なように納得でき
る理由のない欠落，改変が特に多いことから，やはりこの版にも頼り過ぎるこ
とは危険であることを指摘して，ひとまず本ｉｉｉの結論としたい。
注
１．<ConteursIraIl9ais（luXV1esiCcle》（textesIDr6sent6setannot6sI)ａｒＩ，ierre
Jour〔la）（Biblot1lcque（leIaPI6iade・Gallin1ar(1.1965）l)l'、1135-1274．
なおラプレーおよびマルグリット・ド・ナヴァールの研究でｲj名な編者のジュールダ教
授（当111Fモンペリエ大学人文学部渦携学部長）には，私事だが飛行が1967-69<|§にモン
ペリエ大学人文学部（呪ボール・ヴァレリー大学）に劉学中，ジャック，イヴェールの
「春」の物語技法に'11Ｉするテーマで論文指導を受けた。現在は引退された老教授は「春」
のテクストについて，各版にはそれほどの変化'よな〈，句読点侭度だ，と言われた。し
かし本稿では結果的に教授の版を批判することになってしまった'’
２．JacquesYver，ｓｃｉｇｎｅｕｒｄｅＩ》liMsanceet(le1aBigottibD､⑪（sic)，ｇｅｎｔｉｌｈｏｍｍｅ
Ｉ〕oitevin，naquitversl540．（NoticesurJac(luesYverj'１６(1．PaulLacroix，
l841-SlatkineRel〕rints、１９７０.）
３．第一次宗教戦争（１５６２．３．１－６３．３．１９）
第二次宗教戦争（1567.9.-68.3.23）
第三次宗教戦争（１５６８．８－７０．８．８）
４．Ｉｌａｖａｉｔｓａｎｓ（Ｉｏｕｔｅｌ〕ｒｉｓｐａｒｔａｕｘｇｕｅｒｒｅｓ〔ｌｅｒｅＩｉｇｉｏｎＯｄａｎｓｌ,ａｒｎｕＣｅ（lｕ
ｐｒｉＩｕｃｅｄｅＣｏｎｄ６ｅｔｄｅｌ，ＡｍｉｒａｌＣｏｌｉｇｎｙ，Ｃｌ、６(1．Ｌａｃｒｏｉｘ・Notｉｃｅ．
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５．この和議によって新教徒に礼拝の、['1が一定限度内で回復され，ラ・ロッシェルなど４
カ所の安全保証地が認められた。
６．PierreBoaistuau：《Ilistoircstragi(ｌｕｅｓｅｘｔｒａｉｃｔｅｓｄｅｓＯｅｕｖｒｅｓｉｔａＩｉｅｎｎｅｓ
ｄｅＢａｎｄｅｌｅｔｍｉｓｅｓｅｎｎｏｓｔｒｅＩａｎｇｕｅｌｒａｎ９ａｉｓｅｌ〕ａｒＰｉｅｒｒｅＢｏａｉｓｔｕａｕ０ｓｕｒ－
ｎｏｍｍもLaunay》。1559．
Fran9oisdeBelleIorest8《ContinuationdcsIIistoirestragｉｑｕｅｓｅｘｔｒａｉｃｔｅｓ
ｄｅｌ,itaIiendeBeIIeIorest，commingeois＞，１５６９． 
７．…：ｃａｒｌｅｓ｝uｏｍｍｅｓｏｎｔＩａｉｔＩａｇｕｅｒｒｅ，ｃｔｌｅｓＩｅｍｍｅｓｏｎｔａｐｐｏｒｔ６１ａｐａｉｘ 
ｐａｒｌｅｔｒｅs-illustremal･iage（lenostreRoy：…（６．．１，Angelier、1576.ｐ、
21,6.．Lacroix，ｐ、529.）
８，BenignePoissenot：《L'ＥＳ（６），Paris，Micard，1583．ｒｅ6..1586.-部抜莱は
「春」と同じくＰ､Jourda編の《ConteursIran9aisduXVIesibcle＞に所収。
９．DorothyAtkinson：Ｔｌ０ｅｓｏｕｒｃｅｏlTwogentlemenofVerona．（Studiesin 
Philology、UniversityofNorlhCarolina・ｌ９４４ｐｐ、223-234.）およびIIenri
CIouzot：LePrinteml〕ｓ（l'Yver．（比Vue（luSeizi6meSi6cIe・ＸＶｌｌＬ１９３Ｌ
ｐｐ、128-129.）
１０．ＣｈａＴＩｅｓＳｏｒｅｌ８《ＬａＢｉｂｌｉｔＩｌｂ〔ｌｕｅＩｒａｎ９ｏｉｓｅ》,１６６４．ｐ，１６０．…ＬｅＬｉｖｒｅ
ｄｕＰｒｉｎｔｅｍｐｓｄＤＹｖｅｒａｖｏｉｔｅｓｔ６ｅｓｔｉｍ６ｌｏｒｔａｇｒｅａｂｌｅｐｏｕｒＩｅｓｃｉｎｑＮｏｕｃｖｅｌ－ 
ｌｅｓｑｕ，ｏｎｙＴａｃｏｎｔｏｉｔ；… 
１１．ＤｒｅｕｘｄｕＲａｄｉｅｒ：《BibIiotIlOqucIIistoriqueetCritiqueduPoitou)》８１８４２．
ｐｐ、３０７－３１８．
１２．ＪｏｓｅｐｈＢｏｕｌｍｉｅｒ：Etu(Ｉｅｓｓｕｒ］ｃ】ｈＭｅｓｉＧｃＩｅ－ＬｅＰｒｉｎｔｅｍｐｓｄ,ＹｖｅＴ．
（RevuedeParis・Ｉｅｌ５ｎｏｖ、1855.）Ｉ〕I)．553-563.
13．Ｌ６ｏＤｅｓａｉｗ.ｅ：Ｌｅｓｔｒａ(litioIlsI〕oＩＤｕＩａｉｒｅｓｄａｎｓＩｅｓ６ｃｒｉｖａｉｎｓfran9ais・ＸＸ、
１９０５．ｐｐ、４６１－４７０，ＧｔＸＸＩ、１９０６．１)１，．５８－６２．
１４．ＧｕｓｔａｖｅＲｅｙｎｉｅｒ：《ＬｅＲｏｎｌａｎｓｅｎｔｉｎ１ｅｎｔａ１ａｖａｎｔ］,AstrCe》、１９０８，ｒ６６．．１９７１．
ｐｐ、１６６．－６７．《Lesorigines（luromanr6aliste》ｂ１９１２．r6imp、1969．ｐｐ、
２５７－２６１． 
１５．Ⅱ、Clouzot・ｏｐ・Cit．，Ｉ)l)．１０４－１２９．
１６．Ｐ・Jourda、ｏｐ・Cit．，Pr6lacc・IDI〕･ＸＬ－ＸＬＩＬ
１７．Ｆ，Delolfre：《ＬｅｓＮｏｕｖｅⅡｅｓｉＩＩ，iigeclassique》、Didier、1967．plD．１３－１５．
１１．Coulet：《lRomaniusqu,iilaR6volution》．Ａ・Colin、1967．ｐｐ，134-135.
Ｒ・Ｇｏｄｅｎｎｅ８《lli乱ｏｉｒｅ（lｅｌａｎｏｌｗｅｌｌｅＩｒａＩ)９ａｉｓａｕｘＸⅥＩｅｅｔＸⅥＩＩｅｓｉｂ－
ｃｌｅ>・Droz、１９７０．１１２２，，．１３．
１８．…ＬｅＰｒｉｎｔｅｍｐｓｄ，Yver・CoIDtenantcinqIIistoires，〔liscouruesparcinqiour-
n6es，ｅｎｕｎｅｎｏｂＩｅｃｏｍＩ)ａｇｎｉｅ，ａＲＩｃｈａｓｔｅａｕ（IuPrin-temps、
１９．…：］ｅｑｕｃｌｖｅｎａｎｔａｍｅｎｏｉｔａｖｅｃｓｏｙｄ，ａｕｔｒｅｓｅｓｂａｓｔｏｕｓｎｏｕｖｅａｕｘｏｄｅｍｅｎａnt 
cestedelicieuseviel，ＧＳＩ)ａｃｅｄｅ｝uuictjours：… 
〔6..1,Angelicr（1576)．ＩＤ．１２，６(1．Lacroix．’)．５２４，
６dJourda．ｐ、1139.〕
20．Ｍａｉｓｐｏｕｒｖｏｕｓｍｅｔｔｒｅ（１，accor〔ljemereserveIapartieademain,(Ibi(山ｉｄ.）
Ornousremettons，cestcconsi【lerationiidemain.(６．．１，Angelier．ｐ、２３１，
６．．Lacroix．ｐ、６５２，６．．Ｊour(la．ｐ、1271.）
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2Ｌ(1,.Joun･(la・Ｎｏｔｅ（ｌｅＩ'6(Iiteur、ID．】ＷＬＩｌ.)…Lesextrnils（llIPri'１１cm１，３Ｃｔｄｅ
ｌ，ＥｓｌＧｓｏｎｔｐｌ､ｉｓｄａｎｓｌｅｓｏｒｉｇｉｎａＩｅｓ、
22.(Ⅱ,i(1.1ルXLVIIL)…Nousavons（lemcmcrcspcct61al)onctlIationdutemI)s・
NousnoussommespeTlluiscel)endantquelquesl6gCresmodificationｓ－ｎｏ－ 
ｔａｍｍｅｎｔｄａｎｓＩｅｓｄｅｕｘｄｅｌ･nierstextes，lcPlriFuにｍｐｓｃｔノ,ＥｓＩ６－ｐｏｕｕ・
rendreplusfaciIelalecture． 
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